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一筆、一筆色を重ねて作品ができ上がっていくのを
楽しんでいます。
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酪
農
業

　

今
年
は
、
大
雪
に
よ
る

雪
解
け
の
遅
れ
の
影
響
に

よ
り
、
ス
ラ
リ
ー
散
布
な

ど
の
作
業
に
入
る
時
期
が
、

平
年
に
比
べ
若
干
遅
く
な

っ
た
が
、
そ
の
後
の
作
業

が
順
調
に
進
み
、
１
番
草

に
つ
い
て
は
、
前
半
の
適

度
な
降
水
と
好
天
に
よ
り
、

ま
た
、
後
半
は
降
水
量
不

足
と
な
っ
た
も
の
の
、
収

穫
量
は
平
年
値
を
上
回
り
、

栄
養
価
に
つ
い
て
も
平
年

並
み
と
な
っ
た
。

　

８
月
末
か
ら
２
番
牧
草

の
収
穫
作
業
が
始
ま
り
、

一
部
の
農
家
で
は
収
穫
作

業
を
終
え
て
い
る
が
、
少

雨
傾
向
に
よ
る
生
育
の
遅

れ
に
よ
り
、
現
時
点
で
収

穫
量
は
平
年
を
下
回
っ
て

お
り
、
栄
養
価
に
つ
い
て

は
低
水
分
を
心
配
し
て
い

る
。

　

な
お
、
今
年
４
月
か
ら

８
月
末
ま
で
の
５
ヶ
月
間

に
お
け
る
生
乳
生
産
量
は
、

前
年
同
期
と
ほ
ぼ
変
わ

ら
ず
、
０
．０
５
％
減
の

４
１
，３
４
３
ト
ン
と
な

っ
て
い
る
。

  

漁
　
業

　

今
年
も
、
９
月
１
日
か

ら
秋
サ
ケ
定
置
網
漁
が
解

禁
と
な
っ
た
。
本
年
は
、

河
川
へ
の
親
魚
の
遡
上
を

優
先
さ
せ
る
考
え
か
ら
、

網
入
れ
の
順
番
を
従
来
と

逆
の
沖
側
か
ら
入
れ
る
方

法
と
し
た
た
め
、
３
日
間

の
網
入
れ
期
間
は
水
揚
げ

を
せ
ず
、
９
月
４
日
か

ら
の
水
揚
げ
と
な
っ
た
が
、

標
津
漁
業
協
同
組
合
に
お

け
る
９
月
16
日
ま
で
の
水

揚
げ
量
は
、
対
前
年
同
期

比
で
約
22
％
増
の
７
３
６

ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
隣
に
お
け
る
15
日
ま

で
の
漁
模
様
に
つ
い
て
は
、

対
前
年
同
期
比
で
、
野
付

が
12
％
減
の
５
４
２
ト
ン
、

別
海
は
10
％
減
の
２
３
７

ト
ン
、
羅
臼
は
６
％
減
の

８
５
０
ト
ン
と
な
っ
て
お

り
、
管
内
全
体
で
は
４

％
減
の
３
，０
２
３
ト
ン
、

道
内
全
体
で
は
９
％
増
の

１
７
，７
８
９
ト
ン
と
な

っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本

町
の
水
揚
げ
量
は
か
つ
て

の
漁
獲
水
準
に
は
ほ
ど
遠

く
（
１
／
２
程
度
）
依
然

と
し
て
厳
し
い
漁
業
経
営

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

秋
サ
ケ
の
不
漁
は
漁
業

生
産
者
の
み
な
ら
ず
、
地

元
水
産
加
工
業
や
運
送
業

な
ど
の
関
連
産
業
の
経
済

活
動
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
る
だ
け
に
、
大
き
な

懸
念
を
抱
い
て
い
る
。

　

な
お
、
北
海
道
立
総
合

研
究
機
構
さ
け
・
ま
す
内

水
面
水
産
試
験
場
が
発
表

し
た
今
年
の
来
遊
予
想
値

で
は
、
標
津
海
域
を
含
む

根
室
北
部
海
区
の
来
遊
予

想
は
前
年
対
比
で
43
％
増

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
水
揚
げ
に
大
き
な

期
待
を
寄
せ
る
も
の
で
あ

る
。

　

一
方
、
ホ
タ
テ
漁
に
つ

い
て
は
、
先
月
22
日
に
夏

の
繰
業
を
終
え
て
い
る
が
、

漁
獲
量
は
昨
年
同
期
と
の

対
比
で
は
、
約
34
％
減
の

３
，０
４
３
ト
ン
と
な
っ

て
お
り
、
過
去
５
年
間
の

同
期
と
比
べ
最
も
少
な
い

数
量
に
留
ま
っ
た
。

　

水
揚
額
に
つ
い
て
は
、

主
要
生
産
地
で
あ
る
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
域
で
の
大
し
け

に
よ
る
資
源
減
少
や
、
中

国
を
は
じ
め
と
す
る
東

南
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
が
好

調
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
需
要
が
増
加
し
て
お

り
、
平
均
価
格
が
前
年
対

比
で
約
59
％
増
の
３
３
６

円
／
㎏
（
こ
れ
は
平
成

３
年
以
来
、
24
年
ぶ
り

の
３
０
０
円
台
）
と
高

騰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

10
億
２
千
３
百
万
円
と
な

り
、
計
画
及
び
対
前
年
同

期
を
上
回
っ
て
い
る
。

金澤瑛町長の行政報告

基幹産業の状況について
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一般会計の補正予算
主なもの （単位：千円）

項　目 金　額 内　　　容

マイナンバー利用
環境設備構築事業 11,018

社会保障・税番号制度の対応と
して来年１月からの制度開始に
合わせた関連機器の設置、セ
キュリティの向上のための整備
費

標津町PR促進
事業 2,511

人口減少対策として町の施策や
魅力等を町内外にPRし、移住
定住、交流人口等の促進を図る
ことを目的とする。

乳幼児紙おむつ
購入費助成事業 1,590 出生数が例年より大幅に上回っ

たことによる増額

各種予防接種事業 759

インフルエンザワクチンの製造
株が、３種類から４種類に変更
になったことによるワクチン単
価の増額（高齢者分、１人当り
1,000円増）

インフルエンザ
予防接種助成事業 671 同上（未就学児、小中学生分、

１人当り1,000円増）

病院会計繰出金 5,000 久留米大学への研究研修費増額
に伴う繰出金調整

海岸漂着物地域
対策推進事業 4,978

平成27年度内の集中豪雨等に
よる海岸漂着流木の回収、運搬
処理費

学校給食センター
食器消毒保管庫
更新事業

4,104
食器消毒保管庫は20年以上経
過し、更新時期を迎えているた
め

同意案件

意見書
○ 林業・木材産業の成長産
業化に向けた施策の充
実・強化を求める意見書
提 出 者

大垣　　勇 議員

○ 地方財政の充実・強化を
求める意見書
提 出 者

大垣　　勇 議員

教育委員会委員
井上　辰美

標津町字川北2336番地１
〈任期〉
平成27.10.9～31.10.8

平
成
26
年
度
の

決
算
を
決
算
審

査
特
別
委
員
会

に
付
託

　

町
長
か
ら
報
告
の
あ
っ

た
一
般
会
計
、
特
別
会
計

（
『
平
成
26
年
度
標
津
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
事
業
勘
定
）
』
な
ど
）

９
件
に
つ
い
て
、
議
長
と

議
会
選
出
監
査
委
員
を
除

く
８
名
に
よ
る
決
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し
付

託
し
た
。

　
委
員
長

　
　
大
垣
　
　
勇

　
副
委
員
長

　
　
南
　
　
憲
治

道
の
駅
設
置
に

関
す
る
調
査
検

討
特
別
委
員
会

を
設
置

　

道
の
駅
設
置
に
関
す
る

調
査
検
討
を
行
う
た
め
の

特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
委
員
の
選
任
が
さ
れ

た
。

　
委
員
長
　

　
　
高
橋
　
幹
雄

　
副
委
員
長

　
　
南
　
　
憲
治

期
限
平
成
28
年
９
月
30
日
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小　川　悠　治　議員 5ページ
　●　 豪雪被害、緊急対策を…
　　　世界的遺産｢伊茶仁カリカリウス遺跡」
　●　道博物館の｢夷

い

酋
しゅう

列
れつ

像
ぞう

特別展」
　　　～その舞台は標津～

金　田　照　男　議員 ６ページ
　●　 町民の意見を町づくりに
　　　　　　　反映させる取組の強化を！
　　　～ 公共施設などへの「ご意見

箱」設置や役場内での要望
窓口開設や案内の充実に
ついて～

吉　田　　　智　議員 ７ページ
　●　～酪農を｢楽農｣にする為に～
　　※　国営環境保全型
　　　　  かんがい(灌漑)排水事業の
　　　　  導入を…

平成27年第３回定例会（９月16日）で３議員が一般質問をしました。
各議員の質問項目とその内容を要約して掲載します。

町政のそこが聞きたい
一　般　質　問

■（合同会社）グラスONE TMRセンター

　国土交通省（北海道開発局）が推進する国営事業「農業生産基盤保全管理整備
事業」の一事業であり、受益面積1,000ha以上の畑作酪農地域において環境保
全に資する各種事業等の連携の下に、水質浄化機能等多面的な機能を有する農業
用用排水施設の整備を末端５haまで、一体的に実施する事業

補助率95％（国80％道15％）

※  国営環境保全型かんがい排水事業

■ ポー川史跡自然
公園（ビジター
センター内）

　 夷酋12列像

■役場庁舎内（案内図近辺）■目安箱

■ポー川史跡自然公園（倒壊した竪穴式住居）

■北海道博物館開館記念特別展
　 夷酋列像 蝦夷地イメージをめぐる
人・物・世界
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豪
雪
被
害
、緊
急
対
策
を
…

世
界
的
遺
産「
伊
茶
仁
カ
リ
カ
リ
ウ
ス
遺
跡
」

道
博
物
館
の「
夷
酋
列
像
特
別
展
」

〜
そ
の
舞
台
は
標
津
〜

問
世
界
的
文
化
遺
産
で

あ
る
伊
茶
仁
カ
リ
カ
リ
ウ

ス
は
昭
和
58
年
国
の
遺
跡

に
、
湿
原
は
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
、
８
千
年
に

及
ぶ
歴
史
に
裏
づ
け
さ
れ

た
標
津
の
郷
土
愛
を
は
ぐ

く
む
拠
点
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

復
元
竪
穴
住
居
や
木
道
の

老
朽
化
が
進
み
、
昨
年
の

豪
雪
被
害
で
、
緊
急
対
策

を
講
じ
な
け
れ
ば
壊
滅
の

危
機
に
あ
る
。

答 

教
育
長 

ま
さ
に
、
標

津
町
の
ス
タ
ー
ト
は
ポ
ー

問
北
海
道
博
物
館
の
オ

ー
プ
ン
記
念
と
し
て
「
夷

酋
列
像
展
」
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。
１
７
８
９
年
メ

ナ
シ
（
標
津
地
域
）
が
舞

台
の
「
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ

シ
の
戦
い
」
に
関
す
る
特

別
展
で
あ
る
。
こ
の
戦
い

を
境
に
し
て
江
戸
末
期
の

蝦
夷
地
か
ら
明
治
２
年
の

日
本
領
土
と
し
て
の
北
海

道
（
日
本
国
）
に
繋
が
っ

て
い
く
。
ま
さ
に
、
標
津

の
出
来
事
が
北
海
道
の
基

点
と
も
言
え
る
。
松
前
町

で
は
、
松
前
藩
と
メ
ナ
シ

地
方
（
標
津
地
域
）
と
の

小川悠治 議員

川
と
い
え
る
。
施
設
維
持

対
策
は
そ
の
都
度
行
っ
て

き
た
が
、
昨
年
の
豪
雪
で

丘
の
上
の
１
棟
は
潰
れ
、

残
り
も
形
状
を
留
め
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
。
大
雪
山

で
確
保
し
た
白
樺
の
皮
も
、

悲
惨
な
出
来
事
を
小
学
生

か
ら
高
校
生
ま
で
詳
し
く

教
え
郷
土
愛
と
観
光
資
源

に
役
立
て
て
い
る
。
地
元

標
津
と
し
て
も
歴
史
と
共

に
、
２
０
０
種
と
も
言
わ

現
在
国
立
公
園
で
入
手
不

能
な
た
め
、
２
棟
を
１
棟

に
し
て
の
修
理
を
検
討
中
。

国
道
沿
い
の
2
棟
は
葦
を

白
樺
材
料
入
手
不
能
、

茅
葺
住
居
は
職
員
で
再
復
元

「
故
郷
の
歴
史
と
自
然
」

              

テ
キ
ス
ト
作
成

ポー川史跡自然公園
倒壊した竪穴式住居

用
意
し
、
職
員
の
手
で
再

復
元
す
る
。
財
源
に
つ
い

て
文
化
庁
・
道
に
要
請
し

て
い
る
。

れ
る
湿
原
植
物
、
サ
ケ
・

マ
ス
自
然
ふ
化
観
察
な
ど

地
域
の
自
然
資
源
を
併
せ

て
周
知
さ
せ
、
体
験
観
光

資
源
と
し
て
活
用
で
き
な

い
か
。

答
観
光
は
ポ
ー
川
単

独
で
は
誘
因
性
が
弱
く
、

サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
と
の
連

携
で
も
、
一
観
光
地
滞
在

45
分
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
投

資
と
収
益
性
の
関
係
で
厳

し
い
。

 

教
育
長 

 
町
民
寄
贈
の
資
料
が

４
万
点
あ
る
。
町
の
歴

史
が
解
る
よ
う
な
展
示

に
努
め
た
い
。

 
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま

で
「
故
郷
の
歴
史
と
自

然
」
を
身
に
つ
け
、
愛

郷
心
を
育
て
る
テ
キ
ス

ト
を
作
る
。

 
世
界
遺
産
申
請
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
候
補
記

載
の
少
し
前
の
段
階
。

文
化
庁
よ
り
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
得
て
い
る
。

※ 松前藩家老をつとめた蠣崎波響（かきざきはきょう）が1790年に描いた12人のアイヌの肖像画「夷酋列像」。いつしか海を渡り、フラン
ス・ブザンソンで発見された謎多き名作と国内現存の模写作品の数々が、200年の時を超えこの秋札幌で一堂に会する初の展覧会！

外観

内部

※北海道博物館開館記念特別展
〈2015年11月8日㈰まで〉

夷酋列像 蝦夷地イメージをめぐる人・物・世界
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　※目安箱（めやすばこ）
　目安箱は、施政の参考意見や社会事情の収集などを目的に、庶民の進言の投書を集める為に設置した箱、及びその制度
の事である。制度は古くから存在するが、一般的に目安箱と言えば江戸時代の1721年（享保６年）に徳川吉宗が設置し
たものを示す事が多い。

行
政
へ
の
期
待
や
ニ
ー
ズ

も
多
様
化
し
、
町
づ
く
り

に
対
す
る
思
い
も
変
化
し

て
き
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

　

町
づ
く
り
の
主
役
は
、

「
住
民
」
で
あ
る
の
で
、

自
ら
創
造
す
る
自
治
の
時

代
に
お
い
て
、
民
意
の
反

映
は
、
地
方
自
治
の
原
点

で
あ
り
、
広
聴
の
役
割
は

大
き
な
も
の
で
必
要
性
は

増
し
て
い
る
。

　

し
か
し
現
在
、
住
民
の

多
様
な
意
見
・
要
望
・
政

策
の
提
案
を
受
け
て
い
く

と
い
う
取
り
組
み
が
少
な

い
と
感
じ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
日
常

的
に
町
民
の
様
々
な
意
見

を
受
け
て
い
く
（
仮
称
）

町
民
御
意
見
箱
を
公
共
施

設
な
ど
に
設
置
し
、
積
極

的
に
、
住
民
の
声
を
聴
き
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
住
民

が
共
感
・
共
鳴
す
る
テ
ー

マ
づ
く
り
な
ど
政
策
に
反

テ
ッ
プ
Ⅱ
は
、
平
成
22
年

に
、
多
く
の
町
民
か
ら
い

た
だ
い
た
意
見
や
提
言
な

ど
を
集
約
し
、
具
現
化
し

た
街
づ
く
り
計
画
で
あ
り
、

現
在
そ
の
取
り
組
み
が
進

行
し
つ
つ
あ
る
。

　

当
時
は
、
住
民
か
ら
多

様
な
意
見
な
ど
を
い
た
だ

い
た
訳
で
あ
り
、
７
月
で

５
年
が
経
過
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
間
、
厳

し
さ
を
増
す
酪
農
業
や
水

産
業
の
問
題
、
高
齢
化
や

人
口
減
少
の
進
展
、
新
し

い
住
民
も
増
加
し
て
お
り
、

情
勢
も
変
化
し
、
住
民
の

問
町
の
政
策
づ
く
り
に
お

い
て
住
民
か
ら
広
く
意
見

を
伺
う
、
広
聴
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
人
口
減
少
や

高
齢
社
会
を
向
か
え
る
こ

れ
か
ら
の
時
代
、
さ
ら
に

重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
積

極
的
な
取
り
組
み
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

現
在
、
進
め
ら
れ
て
い

る
標
津
町
新
生
プ
ラ
ン
ス 金田　照男 議員

町
民
の
意
見
を
町
づ
く
り
に

  
反
映
さ
せ
る
取
組
の
強
化
を
！

〜
公
共
施
設
な
ど
へ
の「
ご
意
見
箱
」設
置
や

　
役
場
内
で
の
要
望
窓
口
開
設
や

　
　
　
　
　
　
　
案
内
の
充
実
に
つ
い
て
〜

住
民
の
意
見
を
聴
く
こ
と
は
重
要

  

直
接
住
民
か
ら
意
見
を
伺
う

　
　
　
従
来
の
方
法
で
対
応
す
る

映
さ
せ
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
役
場
を
訪
れ

る
方
々
へ
の
庁
内
の
案
内

や
住
民
か
ら
直
接
、
要

望
・
意
見
を
伺
う
総
合
案

内
窓
口

を
設
置

し
サ
ー

ビ
ス
向

上
に
努

め
て
は

如
何
か
。

答
住
民
の
声
を
町
政
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
は
最
も

意
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
広
聴
に
は
直
接
広

聴
・
間
接
広
聴
が
あ
る
。

直
接
広
聴
で
は
、
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
や
出
前
講
座

を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
要
望

型
と
な
っ
て
お
り
、
近
年

は
あ
ま
り
要
望
も
無
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
隔
年

実
施
と
し
て
い
る
。

　

間
接
要
望
で
は
、
昨
年

５
月
か
ら
町
長
あ
て
に
、

意
見
・
提
案
・
質
問
を
出

す
取
り
組
み
を
始
め
て
お

り
、
14
件
の
利
用
が
あ
り
、

病
院
に
設
置
し
て
い
る
Ｔ

Ｖ
の
Ｂ
Ｓ
放
送
導
入
な
ど

の
要
望
に
応
え
て
い
る
。

　

ご
意
見
箱
は
過
去
に
何

回
か
実
施
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
利
用
が
無
く
廃
止
し

た
経
緯
が
あ
り
、
利
用
は

見
込
め
な
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。
広
聴
の
手
法
と

し
て
は
、
今
後
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
も
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
（
案
内
窓
口
）
は
管
内

で
も
や
っ
て
い
た
と
こ
ろ

が
あ
る
が
、
や
め
て
い
る

と
こ
ろ
も
多
い
。
そ
れ
ぞ

れ
の
窓
口
で
の
住
民
対
応

機
能
向
上
に
工
夫
を
し

行
っ
て
い
く
。

※目安箱
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が
低
い
為
、
予
防
的
要
望

と
な
り
序
列
的
に
は
、
後

塵
を
排
す
る
事
と
な
る
。

　

標
津
農
業
の
将
来
と
地

域
環
境
の
保
全
を
考
慮
し
、

Ｊ
Ａ
標
津
と
連
携
し
、
所

管
に
要
望
し
、
前
進
を
計

る
様
、
努
め
る
。

※2  

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ
れ

て
い
る
風
蓮
湖
は
、
６
地
区
の
河
川

下
流
、
若
し
く
は
、
隣
接
地
に
位
置

し
て
い
る
。
風
蓮
湖
は
、
生
活
環
境

の
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準
の
Ａ
類

型
（
海
域
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、
昭
和
59
年
以
来
、
環
境
基
準
値

を
越
え
、
平
成
２
年
に
は
水
質
全
国

ラ
ン
キ
ン
グ
ワ
ー
ス
ト
１
（
海
域
の

部
）
と
な
っ
て
い
る
。

環境保全型農業の確立
　地域内で生産される有機質資源である家畜ふん尿
をかんがい施設により、地域内資源として有効活用
することで、牧草収量の増加や購入資材（飼料、肥
料）を削減し、資源循環を基本とした環境保全型農
業を確立します。

ふ
ん
尿
の
活
用

効
率
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
現

牧
草
収
量
の
ア
ッ
プ

ふん尿散布作業の軽減

健康な土づくり

粗飼料自給率のアップ

購入肥料費の節減

吉田　　智 議員

参考資料1

問
Ｊ
Ａ
標
津
と
当
町
は
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
の

進
行
と
経
営
規
模
拡
大

〜
酪
農
を「
楽
農
」に
す
る
為
に
〜

  
か
ん
が
い（
灌
漑
）

　
　
排
水
事
業
の
導
入
を
…

Ｊ
Ａ
標
津
と
連
携
し
前
進
を
計
る

■ かんがい施設を利用した資源の農地還元
　 調整した家畜ふん尿と用水を混合し、か
んがいシステムにより効率的に農地還元
し、生産性の向上を図ります。
■排水施設利用した水質改善
　 農地排水被害の解消と併せて、水質浄化
機能を有する排水路構造により水質改善
を図ります。

国営環境
保全型

～循環型農村社会の形成に向けて～

国営環境保全かんがい排水事業のイメージ図

に
よ
る
過
重
労
働
等
の
事

案
対
策
と
し
て
、
農
業
協

業
法
人
化
の
推
進
・
支
援
、

排水調整池

配水調整池遊  水  池

土砂緩止林

牧草地への還元

農
業
共
同
施
設
の
整
備
・

充
実
を
連
携
し
推
進
し
て

い
る
。

　

農
業
協
業
法
人
牧
場
の

設
立
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
、

哺
育
育
成
セ
ン
タ
ー
の
建

設
・
稼
働
等
が
挙
げ
ら
れ

る
。
個
別
構
成
員
の
労
働

負
担
を
軽
減
し
、
繁
殖
管

理
や
衛
生
管
理
、
搾
乳
作

業
等
の
生
乳
生
産
に
特
化

し
て
行
く
流
れ
で
あ
る
。

　

更
に
、
環
境
保
全
型
農

業
を
確
立
し
、
循
環
型
農

村
社
会
の
形
成
を
目
指
す

為
に
、
国
営
環
境
保
全
型

か
ん
が
い
排
水
事
業
の
導

入
を
提
言
す
る
。 

参
考
資

 
料
１
、２
参
照

　

Ｊ
Ａ
標
津
も
要
望
し
て

い
る
が
、
国
土
交
通
省
北

海
道
開
発
局
は
、
標
津
川

水
系
等
の
河
川
の
水
質
汚

濁
度
（
※
1
Ｃ
Ｏ
Ｄ
）
の
低

さ
を
理
由
に
腰
が
重
い
と

の
事
で
あ
る
。

　

基
幹
産
業
の
柱
梁
で
あ

る
標
津
農
業
の
晨あ

し
た

を
鑑
み
、

酪
農
を
「
楽
農
」
と
し
て

次
世
代
、
次
々
世
代
へ
と

継
承
し
得
る
産
業
に
構
築

す
る
為
に
、
所
管
官
庁
と

折
衝
を
重
ね
て
行
く
べ
き

で
あ
る
。
所
見
を
質
す
。

答
国
営
環
境
保
全
型
か

ん
が
い
排
水
事
業
は
、
根

室
管
内
で
は
、
別
海
４
地

区
、
浜
中
地
区
、
根
室
地

区
の
※2

６
地
区
で
導
入
し
、

運
用
さ
れ
て
い
る
。

　

端
的
に
言
え
ば
、
同
事

業
の
導
入
に
関
し
て
は
、

賛
同
す
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
指
摘

の
通
り
、
河
川
の

水
質
汚
濁
度
の
高

さ
が
最
優
先
す

る
の
は
事
実
で
あ

り
、
又
、
高
率
補

助
（
国
80
％
、
道

15
％
補
助
）
の
為
、

拳
手
す
る
地
区

（
Ｊ
Ａ
及
び
自
治

体
）
が
多
い
。
な

か
ん
ず
く
、
当
町

は
、
水
質
汚
濁
度

参考資料2

※ 1  COD：Chemical Oxygen Ｄemand
　　　 【化学的酸素要求量】有機性汚濁物質をはかる指標。この数値が大きくなるほど、水質汚濁が進んでいる。
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長岡光弘氏の講義風景

　

８
月
19
日
札
幌
市
に
お

い
て
、
全
道
議
会
広
報
研

修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
北
海
道

町
村
議
会
議
長
会
の
主
催

で
開
催
さ
れ
、
議
会
の
広

報
誌
に
携
わ
る
議
員
の
た

め
に
表
現
基
本
等
を
深
め

る
た
め
の
も
の
で
、
標
津

町
か
ら
は
大
垣
広
報
特
別

委
員
長
他
３
名
が
出
席
し

　

平
成
27
年
度
の
北
海
道
町
村

議
員
研
修
会
が
７
月
７
日
に
札

幌
市
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
田
中
議
長

を
含
め
て
５
名
が
参
加
。

　

こ
の
研
修
会
は
北
海
道
町
村

議
長
会
が
、
議
員
の
資
質
向
上

の
た
め
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
お

り
、
標
津
町
議
会
で
は
、
二
つ

の
常
任
委
員
会
が
交
互
に
参
加

し
て
お
り
、
今
年
は
道
内
か
ら
、

町
村
議
員
、
事
務
局
職
等
が

１
８
０
０
人
参
加
し
た
。

　

講
　
演

●
今
村
　
都
南 

氏

　
（
中
央
大
字
名
誉
教
授
）

〈
テ
ー
マ
〉

　

 「
地
方
議
会
を
取
り
巻
く
最

近
の
動
向
」

●

川
村
　
晃
司 

氏

　

 （
テ
レ
ビ
朝
日
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
）

〈
テ
ー
マ
〉

　

 「
こ
れ
か
ら
の
政
局
・
政
治

動
向
」

広報誌のアドバイス風景

中標津町議会　　　　標津町議会　　　　羅臼町議会後列前列 中央

北
海
道
町
村
議
員
研
修
会
に

５
名
参
加

た
。

　

東
京
在
住
の
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
長
岡
光

弘
氏
よ
り
紙
面
編
集
の
ポ

イ
ン
ト
、
知
っ
て
お
き
た

い
視
覚
化
の
基
礎
知
識
の

講
義
を
受
け
た
後
、
道
内

９
町
の
広
報
誌
を
も
と
に

編
集
の
具
体
的
な
技
術
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
た
。

　

今
後
こ
の
研
修
会
で
受

け
た
知
識
を
基
に
町
民
に

分
か
り
や
す
く
読
ん
で
頂

く
た
め
の
誌
面
づ
く
り
を

目
指
し
た
い
。

全
道
議
会
広
報
研
修
会
に

　
　
　
　
　
　
　
４
名
参
加

文
教
福
祉
建
設
常
任
委
員
会

広
報
特
別
委
員
会

広報特別委員会文教福祉建設常任委員会 研修会報告
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根室地方森林・林業・林産業活性化
推進議員連盟協議会研修会

10月２日　於：別海町

野
庁
に
は
、
水
質
保
持
の
た

め
、
ま
っ
た
く
施
業
の
し
な

い
「
原
生
林
」
と
し
て
扱
う

よ
う
要
請
し
、
植
林
な
ど
は

行
っ
て
い
な
い
。

  

浄
水
場
な
ど

　

浄
水
場
・
配
水
池
等
を
経

て
末
端
ま
で
自
然
流
化
で
供

給
さ
れ
て
い
る
。

席
し
た
。
こ
の
研
修
会

は
管
内
１
市
４
町
が
持

ち
回
り
で
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
今
年
は
別

海
町
を
フ
イ
ー
ル
ド
と

し
、「
上
水
道
と
森
林
」

を
テ
ー
マ
に
、
別
海
町

の
取
水
施
設
と
浄
水
場

を
視
察
し
「
水
道
の
水

が
で
き
る
ま
で
」
を
研

修
し
た
。

  

取
水
施
設

　

別
海
町
は
本
別
海
地

区
が
高
潮
災
害
に
よ
り

井
戸
が
冠
水
し
飲
料
水
の
確

保
が
多
難
と
な
り
昭
和
48
年

に
水
道
計
画
を
樹
立
し
、
国

営
事
業
に
よ
り
営
農
用
水
及

び
筒
易
水
道
施
設
と
し
て
58

年
度
に
完
成
し
た
。
水
源
地

は
、
標
茶
町
の
国
有
林
内
に

あ
り
、
摩
周
湖
の
伏
流
水
で
、

２
か
所
の
水
源
か
ら
は
別
海

町
全
域
と
、
根
室
市
の
一
部

（
厚
床
、
落
石
な
ど
）
に
水

道
水
を
供
給
し
て
い
る
。
林

　この協議会は、根室地方の森林・林業・林産業の活性化と山村振興並びに森
林のもつ公益的機能の維持向上のための、情報交換と必要な事項について調

査・検討し、森林整備と林業・林産業活性化及び山村振興に寄与することを目的とする。

　この協議会は、根室地方の各市町村議会で結成された森林・林業・林産業活
性化推進議員連盟等をもって組織する。

　

平
成
27
年
度
の
根
室
地

方
森
林
・
林
業
・
林
産
業

活
性
化
推
進
議
員
連
盟
協

議
会
の
研
修
会
が
別
海

町
で
開
催
さ
れ
、
今
年

は
根
室
市
が
定
例
市
議
会

の
た
め
欠
席
と
な
り
、
別

海
町
・
中
標
津
町
・
標
津

町
・
羅
臼
町
か
ら
37
名
の

出
席
が
あ
り
、
当
議
会
よ

り
大
垣
会
長
他
３
名
が
出

原生林に囲まれた水源地

水道浄水場内部

根室地方森林・林業・林産業活性化推進議員連盟協議会
〈略　称〉根室林活議連協議会

標津町森林・林業・林産業活性化議員連盟

目的

組織
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標
津
町
観
光
ガ
イ
ド
協
会
の
設
立

は
、
平
成
13
年
５
月
、
標
津
町
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
交
流
推
進
協
議
会
が
発
足

し
た
後
、
間
も
な
く
の
こ
と
で
す
。

　

町
商
工
観
光
課
の
呼
び
か
け
に
よ

り
、
初
の
町
民
観
光
ガ
イ
ド
養
成
講
習

会
が
開
催
さ
れ
、
50
名
以
上
の
町
民
が

参
加
、
私
も
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
が
切
っ
掛
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
師
は
体
験
教
育
企
画
の
藤
澤
安
良

氏
で
①
人
口
減
少
を
迎
え
る
今
後
は
交

流
人
口
の
拡
大
こ
そ
が
町
の
活
性
化
を

図
る
重
要
な
策
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
。

②
通
過
型
の
観
光
を
滞
在
型
の
観
光
に

す
る
た
め
の
目
的
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
こ
と
。
③
単
に
見
る
だ
け
の
観
光
の

時
代
は
終
わ
り
実
際
に
体
験
し
、
地
元

の
人
と
の
交
流
、
心
の
ふ
れ
あ
い
が
、

ま
た
来
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
つ
な
が

り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
と
。
④
地

元
の
人
が
ガ
イ
ド
に
な
る
こ
と
に
よ

り
、
地
元
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
自
ら

が
再
認
識
し
、
誇
り
を
も
っ
て
生
活
で

き
る
こ
と
。
⑤
都
市
と
地
方
の
交
流
に

よ
り
お
互
い
が
元
気
を
も
ら
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
。
な
ど
、
体
験
観
光
を
実

際
と
り
入
れ
て
、
活
性
化
し
て
い
る
町

や
村
の
事
例
も
沢
山
紹
介
し
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
感
銘
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
受
講
し
た
数
名
が
中
心
と
な

り
、
ガ
イ
ド
の
組
織
を
立
ち
上
げ
よ
う

と
呼
び
か
け
を
行
な
い
、
当
初
、
26
名

の
メ
ン
バ
ー
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
翌

年
の
９
月
に
は
、
京
都
の
Ｓ
小
学
校
の

修
学
旅
行
の
受
入
れ
を
行
な
い
ま
し

た
。
私
た
ち
は
そ
の
時
、
は
じ
め
て
町

民
ガ
イ
ド
の
役
割
の
重
要
性
や
、
や
り

が
い
、
楽
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
一
年
ご
と
に
修
学
旅
行
の
受
入

れ
は
増
加
し
、
ガ
イ
ド
の
人
員
確
保
、

ガ
イ
ド
の
内
容
の
充
実
、
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
の
研
修
等
を
繰
り
返
し
行
な

い
少
し
ず
つ
そ
の
基
盤
を
作
り
あ
げ
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
、
75
名
の
会
員
の

方
々
が
自
ら
の
職
業
の
傍
ら
、
ガ
イ
ド

協
会
の
事
業
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
来
年
で
15
年
を
迎
え
る
こ
の

会
が
継
続
で
き
た
の
は
、
会
員
の
皆
様

の
ガ
イ
ド
と
し
て
の
理
念
が
し
っ
か
り

育
っ
た
証
し
で
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、

こ
の
こ
と
が
昨
年
受
賞
し
た
「
デ
ィ
ス

カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝
」（
農
林
水
産

省
）
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
は
、
修
学
旅
行
の
受
入

れ
の
他
に
、
個
人
、
小
グ
ル
ー
プ
の
受

入
れ
を
進
め
て
い
く
た
め
の
基
盤
整

備
、
事
務
局
体
制
の
強
化
、
体
験
を
受

入
れ
る
た
め
の
施
設
の
整
備
、
ガ
イ
ド

の
後
継
者
育
成
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

充
実
な
ど
山
積
み
で
す
。

　

来
年
２
月
に
は
、
平
成
27
年
度
町
民

ガ
イ
ド
養
成
講
習
会
が
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。
是
非
、
講
習
を
受
講
さ
れ
、

町
民
ガ
イ
ド
と
し
て
共
に
標
津
町
の
活

性
化
の
為
に
活
動
し
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

９
月
の
中
旬
、３
泊
４

日
の
日
程
で
、同
志
社
女

子
大
学（
京
都
）の
学
生
一

行
約
30
名
に
よ
る
ゼ
ミ
合

宿
が
、当
地「
標
津
の
景

観
」を
テ
ー
マ
に
取
り
上

げ
実
施
さ
れ
た
。地
域
の

お
年
寄
り
な
ど
か
ら
、地

域
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を

学
び
、学
生
の
視
点
で
町

の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
を

評
価
し
、学
内（
ゼ
ミ
）報

告
会
を
標
津
町
民
に
も
公

開
し
実
施
、町
民
も
熱
心

に
聞
き
入
っ
た
。

　

景
観
を
単
に
景
色
と
し

て
み
る
か
、そ
こ
の
暮
ら

し・歴
史
文
化
を
知
り
、見

つ
め
る
か
に
よ
っ
て
景
観

も
随
分
違
っ
て
映
る
ら
し

い
。「
文
化
的
景
観
」と
い

う
視
点
か
ら
地
域
の
魅
力

を
引
き
出
す
と
い
う
こ
と

が
、求
め
ら
れ
る
時
代
で

あ
る
。

（
金
田
　
照
男 

）
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地
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の
魅
力
発
信
を
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で
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